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発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和８年２月１日 発行 

大寄公民館だより

喜寿お祝い会
「米寿・白寿お祝い会」に引き続き、「喜寿お祝い会」を開催します。 

長寿の節目である喜寿のかたをお招きして、日ごろの感謝を込めてのお祝い会です。 

当日は、「趣味の作品展」と同時開催になりますので、他の地域のかたと交流して、楽しい
ひとときを過ごしませんか。 

と き  ３月７日（土）午後２時～４時 

と こ ろ  大寄公民館 大会議室  
内 容    誠之堂・清風亭の見学、風船芸・南京玉すだれ、フルートとピアノの演奏会 

対 象   大寄地区在住の令和７年度喜寿（７７歳）を迎えられるかた、  

       （昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日までに生まれたかた） 

       付添のご家族のかたも参加可能   

申し込み   ２月５日（木）～２月１９日（木） 

午前９時～午後５時（土日祝除く）、 

電話または窓口でお申し込みください 

参 加 費   無料  ※喜寿のかたにはお土産付 

※駐車場は、北部運動公園駐車場をご利用ください 

また、ご家族の送迎や乗り合いなど調整がつかない場合や送迎が 

難しい場合は、公民館（☎571-0341）までご相談ください 

 昨年に引き続き、たくさんの応募をいただき、ありがとうございました。日頃の成果をお披露目

いただくこの機会に、地域の皆さんとともに文化・芸術に触れ、地域の方々との交流の場としても

活用いただきますよう、たくさんのご来場をお待ちしております。 

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き  ３月７日（土）午前９時～午後５時 

３月８日（日）午前９時～午後３時 

ところ  大寄公民館 体育室 

深谷市誕生２０周年記念と新札１周年記念の今年は、 

ご来場されたかたに素敵なプレゼントが当たる抽選

会も実施します。 

        賞品いろいろ、当日のお楽しみ！ 

渋沢栄一翁の喜寿（７７歳）を記念して建てられた誠之堂の前で記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【使用済小型家電の収集日】１１日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】２０日（第３金曜日） 
※リチウム畜電池等の回収（小型充電式電池、電池が取り外せない製品）  

毎月第３水曜日（第１回は３月１８日（水）午前８時３０分～正午 

回収場所：深谷市役所本庁舎、岡部・花園総合支所、ワモア川本、深谷清掃センター 

   

 

新たに民生委員・児童委員が厚生労働大臣および県知事から委嘱されました。困ったことや悩んでいるこ

とがある場合は、お住まいの地区の民生委員・児童委員にご相談ください。児童関係については、主任児童

委員にもご相談いただけます。 

       

 

氏　　　名 担当地区 氏　　　名
ふ
り

担当地区

小柳　百代 上敷免 鈴木　俊哉 すずき　しゅんや矢島

高木　礼子 高畑 森田　亨 もりた　とおる大塚島、谷之、起会

笠越　基江 内ヶ島 岡田　実 おかだ　みのる戸森、戸森団地

岡田　恵子 主任児童委員

未来トークの集いは大寄地区の未来について気軽に話し合える集いです。 今回は大寄地区のご近所

同士のお茶飲みの場、ふれあいいきいきサロン、万作踊り、お祭りなど、日常の暮らしから生まれる活

動や何気ない支え合いといった「地域のお宝」を紹介し合いたいと思います。 

みなさんの地区にある「地域のお宝」を披露してみませんか？ 
 

と き  ３月１６日（月） 

午後２時～３時３０分 

と こ ろ   大寄公民館 大会議室  

対 象 者    大寄地区の皆さま 

定 員    ３０名程度 

 持 ち 物  筆記用具   参加無料 

申し込み   地域包括支援センター深谷市社会福祉協議会 ５７３－６８６９ 

大寄公民館 ５７１－０３４１  ※３月６日（金）までにお申し込みください。 

４月１日以降の予約から、新しい公共施設予約システムを使用いただくことになります。 

詳細につきましては市ホームページでご確認ください。 

公民館に関係する情報を抜粋し、お知らせいたします。 

◆公民館登録団体については、基本的に運用の変更はありません。 

利用調整会議を年３回（５、９、１月）実施し、更新については７月末を期限に実施いたします。 

◆オンライン決済ができるようになります。（クレジットカード、paypay、楽天 pay） 

 ※窓口での支払いは、現金及びネギーのみ 

◆公共施設予約システムでの予約可能日が「使用月の２ヶ月前の１０日」になります。 

（使用月：４月 → 予約可能日：２月１０日以降） 

【お願い】 公民館登録団体の皆さまが新しい公共施設予約システムを使用するためには、パスワードと 

E メールアドレスの登録が必要です。登録につきましては、公民館窓口で手続きをお願いい

たします。（システムを使用しない場合は手続き不要です） 

市HP：QRコード           新システム：QRコード 

（２月２日９：００以降閲覧可） 

      

問い合わせ 福祉政策課 ☎568-5041 

（敬称略） 

内ケ島万作踊り（白浪五人男） 



 

 

 

 

 

 

  

１７日（火）ひなまつりを彩る料理教室 午前９時３０分～ 調理実習室 

２６日（木）趣味の作品展打合せ会議② 午後６時３０分～ 大会議室 

第１２回自治会長会議   午後７時～    大会議室 

 

※施設利用ができない日   １８日（水）受水槽清掃 午前９時～午後１時 

 

クリスマス朗読会＆ミニコンサート 12月 25日（木） 

クリスマスに初めて朗読会と利用団体さんによるミニコンサートを開催しました。朗読会では、想像力が
高まり朗読の世界に引き込まれ、ミニコンサートでは、クリスマスソングをはじめ参加者と一緒に歌い会場
が盛り上がりました。当日は、公民館からちょこっとプレゼントをお配りし喜んでいただき、参加者からは
楽しかったまた参加してみたいと嬉しい声が聞かれました。 

該当地区 ところ

3月12日 木 大寄地区・八基地区
岡部生涯学習センター

岡部公民館

※受付時間　午前９時～１１時　午後１時～４時

※当日都合のつかないかたは、期限内に他の会場で申告してください。

※市内全域のかたを対象に２月１８日（水）は花園公民館、３月１日（日）は深谷市役所で行います。

とき

問い合わせ　市民税課　５７４－６６３７

令和８年度（第１６期）ふかや市民大学受講生募集中！！ 

【要 件】①深谷市に関心があり、地域に積極的に関わる意欲がある ②４月１日時点で１８歳以上 

【講座日程】４月～令和９年２月 

【申込方法】応募用紙または電話で問い合わせ先へ。その他 QR コードから電子申請。 

応募用紙は公民館窓口でも提出可。 

【募集期間】２月２７日(金)まで  【定員】８０名（応募者多数の場合は抽選）【学費】１万円 

【お問い合せ】ふかや市民大学事務局 ☎５７２－９５８１ 

 

詳細は、公共施設等にあるちらしをご覧ください。 

 

２月１６日（月）～２月２５日（水）（土・日及び祝日を除く）　

午前９時１５分～午前１１時　　午後１時～午後３時

※混雑状況により、午前中に受付を終了する場合があります。

ところ 上柴公民館　大会議室２（アリオ深谷３階）

・給与所得で医療費控除の申告をされるかた

・令和７年中に退職などで年末調整を受けていないかた

・公的年金などを受給し、申告をするかた

・給与所得、雑所得、配当所得、一時所得だけのかた

（初めて住宅借入金等特別控除を申告するかたを除きます。）

問い合わせ　熊谷税務署　個人課税部門　０４８－５２１－２９０５（自動音声）確定申告に関するご相談は「１」の番号を選択してください。

対象

とき

※当会場は関東信越税理士会熊谷支部の協力を得て開設しています。熊谷税務署管内のかたであればどなたでも相談可能です。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大寄地区の人口 令和 8年 1 月１日現在  （ ）内は前月比 

男性：1,443人（-１） 女性：1,４７5人（-4） 合計：2,918人（-5） 1,277（+2）世帯 

） 

備
前
渠
用
水
路
が
開
削
さ
れ
る 

 

前
ま
で
は
、
雨
水
、
湧
水
、
た
め
池 

等
に
依
存
し
た
不
安
定
な
米
づ
く 

り
が
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

伊
奈
氏
は
、
利
根
川
の
支
川
で 

あ
る
烏
川
の
水
量
や
地
形
を
踏
査 

し
、
の
ち
に
「
関
東
流
（
伊
奈
流
） 

と
呼
ば
れ
る
水
利
技
術
を
用
い
な 

が
ら
、
わ
ず
か
一
年
間
と
い
う
短 

期
間
で
備
前
渠
用
水
路
を
開
削
し 

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に 

よ
り
改
良
を
重
ね
、
用
水 

路
の
な
か
っ
た
利
根
川
右 

岸
一
帯
を
潤
し
、
農
家
の 

経
済
状
況
の
改
善
に
加
え 

て
農
業
発
展
と
食
料
増
産 

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

〇

ダ
イ
ニ
ッ
ク
南
側
の
橋 

不
明
（
内
ケ
島
地
区
） 

〇

尾
俣
橋
（
内
ケ
島
地
区
） 

平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
、 

群
馬
県
の
伊
勢
崎
市
と
埼 

玉

県

深

谷

市

を

結

ぶ

、 
 

  

県
道
伊
勢
崎
深
谷
線
、
備
前
堀 

に
か
か
る
尾
俣
橋
の
完
成
記
念 

行
事
で
、
大
澤
常
夫
家
族
の
三 

世
代
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
の
中
で
、
そ
の
昔
豊
里 

地
区
の
「
お
俣
さ
ん
」
が
、
大

寄
地
区
に
嫁
ぐ
時
に
、
備
前
堀

に
架
け
ら
れ
た
板
橋
の
名
が

「
お
俣
さ
ん
」
に
あ
や
か
っ
て 

「
お
俣
橋
」
と
名
付
け
ら
れ
た

と
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
尾
高
惇
忠
が
、
備 

 

前
堀
事
件
が
き
っ
か
け
で
民
部

に
採
用
さ
れ
、
富
岡
製
糸
場
長

に
な
っ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
利

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
お
」 

に
「
尾
」
の
字
を
あ
て
て
、「
尾 

俣
橋
」
と
い
う
現
在
の
名
称
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

深
谷
市
文
化
財 

保
護
審
議
会
委
員 

 
 

 
 

 
 

 

荻
野 

勝
正 

    

大
寄
村
の
歴
史 

川
と
橋
シ
リ
ー
ズ
④ 

 
 

 

備
前
渠
用
水
と
橋
の
名
前 

 

大
寄
歌
壇 

故
郷
は
橋
多
き
町
根
深
葱 

 
 

 
 
  

 
 

金
井 

実 

冬
銀
河
居
る
は
ず
の
な
き
妻
の
声 

 

母
の
忌
や
ゆ
る
り
と
開
き
梅
白
し 

 
 
 
 

瓜
生 

律
子 

一
畝
を
冬
菜
畑
と
し
て
残
し 

 

白
菜
が
横
綱
気
取
り
で
堂
々
と 

 
 
 
 

 

大
澤 

寿
子 

冬
野
菜
皆
ん
な
仲
良
く
湯
気
の
中 

 

星
流
れ
白
寿
の
母
逝
く
寒
夜
か
な 

 
 
 
 

髙
田 

慎
三 

初
午
の
祭
り
の
準
備
よ
手
分
け
し
て 

 

掃
き
掃
除
し
て
場
を
清
め
た
り 

 
 

 
 

荻
野 

勝
正 

 

鐘
撞
堂
山
の
頂
上
に
立
ち
見
は
る
か
す 

関
東
平
野
の
果
て
に
筑
波
山 

  
 
 
 

 

田
中 

光
子 

 

霊
力
を
持
つ
と
さ
れ
た
る
豆
を
撒
く 

病
・
災
い
・
戦
も
祓
え
と 

 
 

 
 
 
 

橋
本 

一
枝 

 
ゴ
ミ
置
き
場
の
袋
を
突
き
生
き
て
ゐ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
羽
の
カ
ラ
ス
蔑
せ
ず
い
つ
も 

 
 
 
 

森 
 

一
枝 

 

大
寄
俳
句
会 

か
ね
つ
き
ど
う
や
ま 

尾俣橋 


